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02. トウロウ01. まちを示す建築00. 応化し時代を彩り続ける【表参道】 03. スポンジ 04. サーチライト

1927

同潤会渋谷アパート

1950

朝鮮戦争

1964

東京オリンピック

1970 年代以降
若者文化・流行の発信地として活気を得る

1945

東京大空襲

点が人々の目的をつくり、マチを彩る。路面店の存在 表参道界隈に向けた情報発信点表参道の玄関口。起点となる場所の象徴

時代に応化してきたことで、表参道には各時代を彩った多く
の場所がある。表参道界隈にちりばめられたそのような場所、
今注目されているショップやカフェなどの、まちを彩る様々
なものを《示す建築》を表参道の起点である交差点に設計する。

【求心性】情報を吸収するスポンジのような媒体
スポンジが水を吸うように、この建築は表参道の情報を日々吸収する。その情報を求め多
種多様な人々が集まっては表参道のまちへとくりだす。この建築は様々なものを集める《求
心性》を持つのである。

【遠心性】まちへの発信
サーチライトでスポットを当てるように、この建築は表参道の情報を日々発信する。この
建築はまち中とリンクし、点々と影響し合う《遠心性》を持つのである。

様々な人や活動を許容するヴォイド空間は、表参
道を歩き疲れた観光客を癒す広場としての役割を
なす。各階ごとにまちを見晴らす空間を設けサー
チライトとしてまちの情報を俯瞰することで表参
道の賑わいをより一層活発にする。

灯籠をモチーフにした新たなアイコン。木々が集まり大木となる。

地上から１階ピロティを望む
地下から人が溢れ出し賑わいが生まれる

鳥瞰パース 3階ヴォイド空間を俯瞰する
イベントやマルシェなどを行える許容空間

最上階ギャラリー展望スペースを望む
表参道全体を一望できる

【象徴】起点となる場所としてのアイコン

【玄関口】外部と表参道をつなぐ場所。地下鉄表参道駅との連結 【３つのひろばの使われ方】 【ヴォイドがつくる許容空間】

樹木灯籠

くぐる体験、地下からのアクセス起点、交差点の可能性
ボリュームを上に持ち上げ
ground floor を開放する。

高いポテンシャルを持つ敷地
引き延ばす、余白の空間
多彩な活動を許容するための

まちの余白空間の創出

第３のひろば
ギャラリーや劇場での作品に
関連する展示

第１のひろば
玄関となる大きいひろば

第２のひろば
フリーマーケットなどの
イベントを行う
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サテライトオフィス

劇場

ショップ

SUBWAY

根津美術館方面 明治神宮方面

カフェ・案内所地下鉄

見晴らし

人の流れ

2000 年～
有名ブランドが軒を連ね、
建築ミュージアムとして世界的な知名度を確立

1919
明治神宮造営

　今から約 100 年前、明治神宮の造営により表参道、表参道界隈の基盤が生まれた。その後、関東
大震災や第二次世界大戦などで大きな被害も受けるも、ワシントンハイツによってアメリカ文化の
流入、そして若者文化が興隆した。このように時代毎に応化し続けることで今の多彩な色をみせる
賑わいのある街としての地位を現在も保ち続けている。
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